


























大澤病院の開設者変更について 

 

 

■経緯 

後継者問題などを理由とした病院事業の継続に悩む大澤病院が地域医療に貢

献し続けるため、経営の安定性や垂水区での医療の継続性の観点などから、医

療法人社団順心会を相手方として選び、双方で協議を重ねてきた。 

 

 

■大澤病院の概要 

昭和５６年４月に垂水区美山台に開設した一般６８床の病院である。 

「高度な医療を思いやりの心で」をモットーに、「家族や自分も診てほしい・

入院したいと思える病院づくり」を合い言葉に、内科・外科を中心の病院運営

を行っている。 

大腸、肛門を専門にして、年間の手術件数は、下部消化管を中心に約１,１５

０件である。また、神戸市二次救急輪番病院として救急受け入れを行うととも

に、在宅支援病院として訪問診療も行っている。 

 

 

■変更後の病院機能、役割について 

現状の大腸、肛門などの下部消化器疾患を中心とした医療及び標榜している

内科、外科、整形外科、眼科、脳神経外科等の医療を継続するとともに、神戸

市二次救急輪番病院として引き続き救急医療を担う考えである。 

 

 

■将来計画（建替・移転）について 

既存の病院建物は、開設から３６年が経過し、老朽化、耐震基準、プライバ

シー確保などの観点から建て替えを検討する段階にある。 

しかし、既存病院の土地では、建て替えに必要なだけの土地面積が確保でき

ていない状況である。 

上記より、新たに順心会が配分を受けた回復期５０床の病院を開設予定であ

る垂水区内の土地へ移転及び同一建物で運営を行うことを計画している。 
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